
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 月 火 水 木 金 土 

午
前 

神経内科 1 診 吉村 院長 吉村 吉村 院長 
院長 

精神科 2 診 玉元 森田 玉元 玉元  
森田 

消化器内科 

内科 
3 診 川村 川村  川村 川村 

川村 

※1 

午
後 

精神科 2 診 森田 玉元   森田  

消化器内科 

内科 
3 診 

川村 

※2 

麻植

(淳) 
 

麻植

(淳) 

麻植

(啓) 

 

          ※1．川村医師の土曜日の診察は第 2，第 4 土曜日のみです。 
          ※2．診察時間は 15:00～17:00 までです。 

 

 

平成 23 年度 7～9 月 

外 来 患 者 数 5,754 名 

( 内 新 患 数 ) 228 名 

１日平均入院患者数 152 名 

精神科デイケア利用者総数 1,284 名 

 

通所リハビリテーション利用者総数 846 名 

訪問看護ステーションおおそね訪問件数 509 件 

診療科目 
神経内科 精神科 消化器内科 内科 

リハビリテーション科 放射線科 

診療時間 

月～金 午前 8：30～12：30 

    午後 1：30～  5：00 
 

 土  午前 8：30～12：30 

休日診療 なし 但し急患は診療いたします 

面会時間 午前 9：00 ～ 午後 9：00 

予約診療 全ての診療科において予約診療を行っております 

救急指定 なし 

健康診断・人間ドック あり 脳神経検診、消化器検診 
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病院の理念 
 

1. 安全で質の高い医療によって地域に貢献します。 

 

2. 信頼関係に基づき暖かい医療を提供します。 

 

3. 専門性を追求し自己研鑽に努めます。 

 

 

 

基本方針 
 

1. 病院が地域の社会資源であるとの認識に立ち、本院

の専門性を通して、地域の医療と福祉に貢献しま

す。 

2. 本院は、脳と神経及び精神の疾病や障害を主な診療

対象として、その神経学的、精神医学的診断、治療

と臨床的研究に努めます。 

3. 個々の患者とその家族への充分な説明とそれに基

づく納得の上での同意を前提として診療を行いま

す。 

4. 本院での医療行為は、科学的根拠に基づき、自由で

暖かい生命倫理に立って行います。医療環境が常に

清潔で、明るく保たれる様努力します。 

5. 本院の職員は、常に自己の資質と医療技術の向上に

努め、病める人たちへの奉仕者としての自覚を持ち

ます。 
 

 

平成 22 年 4 月 1 日改訂 

 

当院は患者さんの信頼に基づく適切な医療を行うために 

患者さんの基本的な権利を尊重します。 
 

患者さんの権利 
 

１.患者さんが適切な医療を平等に受ける権利 

   患者さんは差別されることなく平等に、当院で達成可能な医療を受ける

権利があります。 

２.患者さんの人格、価値観が常に尊重される権利 

   患者さんはひとりの人間として、その人格、価値観などが尊重されます。 

３.患者さんが医師等から十分な説明を受け、自らの意志で医療行為を選択・決

定する権利 

   患者さんは、医療の内容、治療・検査などの効果・危険性、他の治療法

などについて説明を受け、医療の内容を十分理解し、同意した上で、適

切な医療を選択し、受ける権利があります。同意できない場合は、医療

を受けることを拒否することもできます。また、主治医だけの意見では

なく、第三者である医師の意見も聞いて判断したいと思われる場合には、

自由にセカンドオピニオンを求める権利があります。 

４.患者さんがご自身の診療に関する情報の提供を受ける権利 

   患者さんは、当院で行われたご自身の診療に関する情報の提供を受ける

権利があります。 

５.患者さんの個人情報、プライバシーが保障される権利 

   患者さんは、病院内での生活を、可能な限り、他人に侵害されない権利

があります。また、医療の過程で得られた個人情報は、個人の秘密とし

て厳守され、患者さんの承諾なしには開示されない権利があります。 
 

              患者さんへのお願い 

患者さんには、私たちが、安全かつ適切な医療の提供を行うために、 

次のことをお願いいたします。 
 

1. ご自身の体調に関する情報を正しくお伝え下さい。 

2. 医療に関するご希望を率直にお伝え下さい。 

3. 検査や治療などの医療行為は十分なご理解と合意の上でお受け下さい。 

4. 療養上必要な制約を受けることをご理解下さい。 

5. 他の患者さんの治療や職員の業務に支障をきたさないようご協力下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

                 未曾有の大災害となった東日本大震災から半年が過ぎ、自治体や各医療機関において防災対策 

                を早急に見直す必要性が指摘、認識され、これまでにも医療機関における防災対策に関する講演 

                会が各地で開催されてきました。従来の防災対策が「人命の安全」や「資産の保全」を目的とし 

                ていたのに対し、これからは地域に根差した病院として「事業の継続」をも目的としなければな 

                りません。この「事業継続計画」は、単に社会的な要請だけでなく医療機関としての存続をかけ 

                た取り組みであり、戦略的な課題として病院を挙げて取り組んでいきたいと思っています。具体 

                的には、当院の防災・防犯委員会を 12 月より月 1 回定期的に開催し、これまでの防災対策マニ 

ュアルを見直し、来る南海大地震を見据えた当院独自の防災対策を築き上げたいと考えています。各職能団体や自治体が主催する 

防災に関する講演会には積極的に参加して頂き、当院の委員会での審議に活用し、皆様からのご意見を集約した実践的な対策が出来 

上がることを期待していますので、ご協力の程よろしくお願いします。 

 さて、去る 8 月上旬に日本医療機能評価機構より認定の通知を頂きました。初めての受審で補充的な審査を経ての認定であり、受

審に際し共に苦労して下さった職員の皆様には感慨も一入だったと思います。この場を借りて改めてお礼を申し上げます。審査にお

いて指摘された事項を振り返ってみると、改めて院内にいては気付かない、色んな意味で当院の特殊性を認識しました。「神経内科・

精神科の専門病院として多職種が連携してきめの細かい診療を行う」という一種のブランドイメージを今後も前面に押し出していき

たいと思っています。この受審は、特に当院のソフト面のレベルアップを図るために行いましたが、理事長からは、「今回の認定を受

け、皆で新しい病院を作り上げたと思って、自信を持ってこれからも頑張ってほしい」とのコメントがありました。今後も継続して

当院の質の向上が図れる様、皆様とともに努力していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 ■認定・指定 

日本神経学会教育関連施設 

日本静脈経腸栄養学会 

NST 稼動施設 

高知県神経難病医療 

ネットワーク基幹協力病院 

 ■病床数 

病床数 162 床 

  特殊疾患病棟(Ⅰ)   46 床 

  医療療養病棟    56 床 

  精神療養病棟    60 床 

 当院恒例の納涼祭を 8 月 13 日に行いました。 

職員一同『地域に根ざしたお祭り』をテーマに

春先から病院を上げて取り組んできました結

果、過去最大の来場者数を記録するなど大変盛

り上がった納涼祭になりました。 

ご来場下さいました方々、ご出演・ご出店下さ

いました方々、本当にありがとうございました。 

この誌面を借りてお礼を述べさせて頂きます。 

   平成 23 年度納涼祭責任者 中田浩 


